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　第66回国民体育大会の成績は、天皇杯が920点を獲得し、昨年と同順位の27位で6年連続で20位台を確保した。皇后杯

は498点を獲得し、順位は34位から22位に大幅に上がった。

(1) 冬季大会
　昨年度は無得点に終わった冬季大会であったが、スケート成年男子襲田衡俊選手が2種目で入賞、少年男子も2000mRで6

位に入賞した。アイスホッケー競技では成年男子が6位入賞を果たした。スキー競技は選手個々の力は発揮したものの、上位

県の厚い壁に苦戦を余儀なくされた。

(2) 関東ブロック大会
　関東ブロック大会は、各都県によるハイレベルな競技の中、32競技中（本県参加31競技）16競技28種別が本大会出場権

を獲得した。通過状況としては厳しい結果ではあるが、上位での通過競技もあり、本大会での活躍が期待された。例年通りの活

躍を見せ通過した競技は、ホッケー競技（成年女子・少年男女）、クレー射撃競技（成年）、ライフル射撃競技（全種別）、カヌー

競技（成年男女）、ボート競技（成年女子）である。また、インターハイ等でも活躍し、今大会でも上位通過を果たした、剣道競

技（少年男子）、柔道競技（少年男子）、弓道競技（少年男女）、ソフトボール競技（少年女子）、ゴルフ競技（少年男子）や栃の葉

国体以来の出場となるラグビーフットボール（少年男子）など少年種別の活躍が目立った。さらには、個人競技でのボクシング

2種別やアーチェリー 3種別の通過は大変立派な成績であった。

(3) 本大会
　本大会の団体競技では、ソフトボール競技少年女子が見事に2位に輝き、ホッケー競技は少年女子4位をはじめ3種別で入

賞、弓道競技は少年男子遠的4位をはじめ、少年女子と併せ、出場の近的、遠的全種目で入賞を果たすなど、8競技13種目で

入賞した。一方、個人競技では、水泳競技・競泳の少年男子Ａ萩野公介選手が200m背泳ぎで1位、400m個人メドレーで2

位と期待通りの活躍に加え、飛込の少年女子榎本遼香選手が中学生ながら高飛込で2位、飛板飛込で5位入賞を果たすなど、

若い力が台頭した。陸上競技は、少年男子5000mで横手健選手がインターハイ4位の実力を示し見事１位、馬術競技成年女

子廣田思乃選手は標準障害飛越で昨年に続き2連覇、併せてトップスコアでも1位を獲得し2種目制覇、レスリング競技はグ

レコローマン96㎏級の齋川哲克選手がロンドンオリンピック候補の意地を見せ1位となるなど、9競技49種目で入賞を果た

した。

(4) 総括
　冬季大会で得点を獲得したものの、昨年を下回る本大会出場競技数、また、先のインターハイでの入賞数がここ10年で最低

となるなど、本大会開幕前はやや苦戦が予想されたが、選手団の頑張りにより6年連続の天皇杯20位台を確保できた。今大会

は少年種別の活躍が目立ち、入賞種別の約7割を占めた。また、女子総合成績では、ソフトボール競技、ホッケー競技、弓道競

技などで高得点を獲得し、その他個人競技の活躍もあり、競技得点、皇后杯順位ともに昨年を大きく上回った。女子強化は継続

して取り組む課題であることに変わりはないが、今回の飛躍は各競技団体の成果と言える。

　プロジェクトVロード事業も軌道に乗り、各競技団体における一貫指導体制の確立と、効果的、効率的な選手育成強化策の

展開が着実に実を結んできている。

　今後も、中・長期的視野に立った選手育成強化体制のより一層の充実を図り、本県競技力の向上に努め、天皇杯総合得点

1000点以上の獲得を目指していきたい。

第66回国民体育大会　栃木県選手団の成績

総合成績

冬季大会得点 本大会得点 合計得点 順位

天皇杯
今大会 23(30) 497(370) 520(400) 920 27位
前大会 0(30) 529(370) 529(400) 929 27位

皇后杯
今大会 0(20) 208(270) 208(290) 498 22位
前大会 0(20) 146.5(270) 146.5(290) 436.5 34位

第66回国民体育大会を振り返って

※(　　)は参加得点
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☆★☆　第66回国民体育大会主な活躍　★☆★

アイスホッケー成年男子　６位
栃木県選抜

カヌースプリント成年女子　カヤックシングル　200m
４位　吉村　知英子

スピードスケート成年男子　1500m
７位　襲田　衡俊

水泳少年男子　200m背泳ぎ　優勝
400m個人メドレー　２位　萩野　公介

陸上競技少年男子A　5000m
優勝　横手　健

レスリング成年男子　グレコローマン96㎏級
優勝　齋川哲克

ソフトボール少年女子　２位
栃木県選抜

馬術成年女子　標準障害飛越、トップスコア
優勝　２冠達成　廣田　思乃

高等学校野球（軟式）　優勝
作新学院高等学校

剣道少年男子　３位
栃木県選抜

ウエイトリフティング成年男子　53㎏級
クリーン＆ジャーク　２位　須田　俊幸

ラグビーフットボール少年男子　３位
栃木県選抜

ライフル射撃競技成年男子
50m3×40m　３位　阿久津　昌弘

ホッケー少年女子　４位
県立今市高等学校

アーチェリー少年男子　４位
栃木県選抜

ライフル射撃競技少年男子
10mS60JM　３位　稲葉　拓也
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入賞者一覧

１　冬季大会
No. 競技名 種別 氏　　名 種　　目 順位 得点 競技別得点

1 ス ケ ー ト
成年男子 襲田　衡俊

1500m 7 2

23
5000m 6 3

少年男子 栃　木　県 2000mR 6 3
2 アイスホッケー 成年男子 栃　木　県 6 15

２　本大会
No. 競技名 種別 氏　　名 種　　目 順位 得点 競技別得点

1 陸 上 競 技

成年男子 遠藤　　彰 ハンマー投げ 4 5

30

少年男子Ａ 横手　　健 5000m 1 8
少年男子Ｂ 栃木　　渡 3000m 5 4
少年男子Ｂ 降矢　恭平 110mH 7 2
少年女子Ａ 須田　有加 走幅跳 2 7
少年女子Ｂ 小林　由佳 1500m 5 4

2 水　泳
競泳

成年女子 清水　咲子 200m個人メドレー 8 1

42

少年男子Ａ 萩野　公介
200m背泳ぎ 1 8

400m個人メドレー 2 7
少年男子Ｂ 野間　隼斗 100m背泳ぎ 5 4
少年女子Ａ 小関　夏奈 200m背泳ぎ 5 4
少年女子Ａ 菊池　優奈 200mバタフライ 7 2
少年女子Ｂ 瀨良まり子 100mバタフライ 4 5

飛込 少年女子 榎本　遼香
高飛込 2 7

飛板飛込 5 4

3 ホ ッ ケ ー
成年女子 栃　木　県 5 28

88少年男子 栃　木　県 5 20
少年女子 栃　木　県 4 40

4 ボクシング
成年男子 安納　佑樹 フライ級 8 2.5

10.5
少年男子

工藤　裕輝 ライトフライ級 3 5.5
森　祐太郎 ウェルター級 8 2.5

5 レスリング

成年男子
東泉　恵二 グレコローマン74kg級 5 2.5

18
齋川　哲克 グレコローマン96kg級 1 8

少年男子
高山　　凪 フリー55kg級 5 2.5
秋元　優介 フリー66kg級 5 2.5
久保　直矢 グレコローマン84kg級 5 2.5

6 ウエイトリフティング

成年男子
須田　俊幸

53kg級スナッチ 5 4

21

53kg級クリーン＆ジャーク 2 7
髙田　侑弥 94kg級クリーン＆ジャーク 5 4

少年男子
中山　圭也

94kg級スナッチ 8 1
94kg級クリーン＆ジャーク 7 2

生井　翔太 105kg級クリーン＆ジャーク 7 2
瓜田　芳昭 ＋105ｋｇ級クリーン＆ジャーク 8 1

7 自転車
成年男子 青柳　憲輝 ポイントレース 7 2

5
少年男子 小松　誠悟 ケイリン 6 3

8 馬術

成年男子 廣田　龍馬
標準障害飛越 3 6

38

トップスコア競技 3 6

成年女子 廣田　思乃
標準障害飛越 1 8

トップスコア競技 1 8

少年
栃　木　県 団体障害飛越 5 4
新井　聖礼 トップスコア競技 3 6

9 ソフトボール 少年女子 栃　木　県 2 56 56

10 弓道
少年男子 栃　木　県

近的 6 9

42遠的 4 15

少年女子 栃　木　県
近的 5 12
遠的 7 6

11 ライフル射撃

成年男子
阿久津昌弘 50m3×40Ｍ 3 6

37

村山　敦史 CP60Ｍ 7 2
山㟢　　純 10mＳ60Ｍ 5 4

成年女子 鈴木侑香里 10mＳ40Ｗ 8 1

少年男子
稲葉　拓也 10mＳ60JM 3 6

小林　郁弥
ＢＲＳ60ＪＭ 4 5
ＢＲＳ30ＪＭ 4 5

少年女子
山中　美希 10mＳ40JＷ 4 5

阿久津菜々美 ＢＰ40ＪＷ 6 3
12 剣道 少年男子 栃　木　県 3 30 30
13 ラグビーフットボール 少年男子 栃　木　県 3 44 44

14 カヌー 成年女子 吉村知英子
スプリントK-1(200) 4 5

7
スプリントK-1(500) 7 2

15 アーチェリー 少年男子 栃　木　県 4 15 15
16 ゴルフ 少年男子 栃　木　県 4 13.5 13.5

公開競技

− 高等学校野球
硬式 栃木県（作新学院） 5 - -
軟式 栃木県（作新学院） 1 - -




